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6. 機能ブロック図
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⑦ MON出力
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② 制御モード選択

① 負荷機種設定

⑩ 最小径設定
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⑪ パスワード設定⑤ 軸間補正
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メカロス補
をONすると､システムソフトウェアのバージョン番号が2秒間表示さ
す。

設定項目またはモニタ項目が2秒間表示され､設定項目に対応した設定
たはモニタ項目に対応したモニタ値が表示されます。

出荷時は｢出力電流％モニタ｣表示に設定されているため初期設定を変
なければ､｢出力電流％モニタ｣を表示します。

ON時のモニタ表示､パラメータ設定項目は､通常操作中の設定モニタ項
表示中に[SET]キーを2秒長押しすると設定され､次回の電源ON時から
された項目から立上がります。

荷時は､表示操作は左図の"初期設定モード"になっており､[▲]キーを
とにより設定項目は左図の矢印の順序で変更され､[▼]キーを押すと
目は逆方向に変更されます。

荷となるパウダクラッチ/ブレーキ､ヒステリシスクラッチ/ブレーキ
機種番号を設定します(8項-3参照)。
ワーアンプで使用するか､巻径演算式コントローラで使用するかを選
します。
ナログ入力信号 ([SP1]-[SN]) で制御するか､内部メモリ値で制御する
を選択します。
ナログ入力信号 ([SP2]-[SN]) で制御するか､内部メモリ値で制御する
を選択します。
ナログ入力信号 ([SP2]-[SN]) で制御するか､内部メモリ値で制御する
を選択します。
P1､SP2アナログ入力端子の入力フルスケール電圧を設定します。
ニタ出力端子の出力電圧フルスケールを設定します。
N1コネクタの機能を設定します。
ントローラモード時の巻径入力最大径を設定します。
ントローラモード時の巻径入力最小径を設定します。
イッチ設定､システム設定､シリアル通信設定におけるパスワードを
定します。
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7. 外部配線図 ・ 端子配列

8. 取付け･配線

1) 取付け

このパワーアンプは盤内専用機器です｡環境仕様(11.2)に記載し
このパワーアンプはDINレール取付け､床面取付け､壁面取付け
a) DINレール取付け

DIN46277(35mm幅)のDINレールに取付け可能です。

b) 床面取付け
床面取付け穴(2箇所)を用いて直接ネジで取付けます。
取り付け穴は右図をご参照ください。
DINレール取付け用スライダを取り外してください。

• ネジ穴加工や配線工事を行う時に､切粉や電線屑を落し
込まないでください｡製品の損傷､発煙､発火､誤動作等を
招くことがあります｡

• 取付け･配線作業を行う時は､必ず電源を外部で全相とも
遮断してから行ってください｡外部で全相とも遮断して
いない場合､感電あるいは製品損傷の危険があります｡
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D種接地

DC24V～DC29V

デジタル入力用
コネクタ(CN1)

(12ピン）

ゲイン切換え用SW

クッション入力
ON/OFF用SW

制御出力
ON/OFF用SW

DC24V

トルク/張力
設定入力

汎用アナログ入力

外付けボリューム用電源
（500～2kΩ、10ｍA以下)

0～5V、0～10V入力
切替設定可能

LPF

LPF

LPF

電源
ヒューズ 2.0A ※

※PP-PN間短絡時の保護のため､
外部にヒューズ(2.0Ａ)を接続してください。
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三菱テンションコントローラ

安全上のご注意 (ご使用の前に必ずお読みください)

製品のご使用に際しては､この取扱説明書や技術資料等を良くお
読みいただくとともに､安全に対して十分に注意を払って正しい
取扱いをしていただくようお願いします｡
こ の 取 扱 説 明 書 で は､ 安 全 に 関 す る 注 意 事 項 の ラ ン ク を

として区分してあります｡

なお､ に記載した事項でも､状況によっては重大な結果
に結びつく可能性があります｡いずれも重要な内容を記載してい
ますので必ず守ってください｡
本製品は厳重な品質管理体制の下に製造しておりますが､本製品
の故障により重大な事故または損失の発生が予想される設備へ
の適用に際しては､バックアップやフェールセーフ機能をシステ
ム的に設置して下さい｡
なお､この取扱説明書は必要なときに取り出して読めるよう大切
に保管するとともに､必ず最終ユーザまでお届けいただくようお
願いします。

取扱いを誤ったばあいに､危険な状況が起こり
えて､死亡または重傷を受ける可能性が想定さ
れるばあい｡

取扱いを誤ったばあいに､危険な状況が起こり
えて､中程度の傷害や軽傷を受ける可能性が想
定されるばあい､および物的損害だけの発生が
想定されるばあい｡

設計上の注意

• 外部電源の異常､本パワーアンプの故障､通信異常などでも､
必ずシステム全体が安全側に働くように､パワーアンプの外
部で安全回路を設けてください。
誤動作､誤出力により､事故の恐れがあります。
出力のトランジスタなどの故障によっては､出力がONしっぱ 
なしになったり､OFFしっぱなしになったりすることがありま
す。
重大な事故につながるような出力信号については､機械の動 
作が安全側に働くよう外部回路や機構の設計を行なってくだ 
さい。

設計上の注意

• 制御線は、主回路や動力線などと束線したり、近接したりしな
いでください。
100mm以上離すことを目安としてください。
ノイズにより、誤動作の原因になります。

• 電源コネクタ、端子台に力が加わらない状態で使用してください。
断線や故障の原因になります。

三菱電機及び三菱電機指定以外の第三者によって修理･分解･改造さ
れたこと等に起因して生じた損害等につきましては責任を負いかね
ますのでご了承ください｡したがって､修理･分解は当社指定のサービ
スネットワークにて行っていただきますようお願いします｡

この安全上のご注意､取扱説明書や技術資料に記載されている仕様を
お断りなしに変更することがありますのでご了承ください｡

設計上の注意

• パワーアンプに接続するシールド線または、シールドケーブルの
シールドは、必ずパワーアンプ側で一点接地を行ってください。
ただし、強電系とは共通に接地しないでください。
ノイズにより、誤動作の原因になります。

配線上の注意

• 配線作業を行うときは、必ず電源を外部にて全相供遮断してから
行ってください。
感電、製品損傷の恐れがあります｡

配線上の注意

• DC電源の配線は、このマニュアルに記載した通り専用の端子に接
続してください。
AC電源を直流の入力端子やDC電源の端子に接続すると、パワーア
ンプを焼損します。

• 空端子には、外部で配線しないでください。
製品損傷の恐れがあります。

• アース端子は、D種接地(接地抵抗：100Ω以下)を施してください。
ただし､強電系とは接地しないでください。

• 配線工事を行うときは､切粉や電線屑をパワーアンプの通風窓へ
落とし込まないでください。

• ノイズの影響により､パワーアンプが誤動作する原因になること
があるので､次の項目を必ず守ってください。
・電源線やツイストシールド線は､主回路線や高圧電線､負荷線

との接近や束線を行わないでください。
ノイズやサージ誘導の影響を受けやすくなります。
100mm以上はなして布線するようにして下さい。

・ツイストシールド線のシールドは､必ず信号受け取り側で一点
接地を行ってください。
また､強電系とは共通に接地しないでください。

• ヨーロッパ式端子台タイプへの配線は､次の注意事項に従い適切
に行ってください。
感電､短絡､断線､製品損傷の恐れがあります。
・電線の端末処理寸法は､9ｍｍに加工してください。
・より線の端末は､"ヒゲ線"がでないようによじってください。
・電線の端末は､ハンダメッキしないでください。
・規定サイズ以外の電線や規定本数を超える電線を接続しない

でください。
・端子台や電線接続部分には､応力が直接加わらないように､電

線を固定してください。

立上げ保守時の注意

• 通電中には端子に触れないでください。
感電の恐れや､誤動作の原因となることがあります。

• 清掃は､必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。
通電中に行うと感電の恐れがあります。

立上げ保守時の注意

• 分解､改造はしないでください。
故障､誤動作､火災の原因となることがあります。
＊修理については､三菱電機システムサービス株式会社にお問合
せください。

• 増設ケーブルなどの接続ケーブルの着脱は電源をOFFしてから
行ってください。
故障､誤動作の原因となることがあります。

廃棄時の注意

• 製品を廃棄する時は､産業廃棄物として扱ってください。

LD-10PAU-Ａ形パワーアンプ

取扱説明書(基本仕様)

この取扱説明書をよくお読みになり､正しくお使いください｡特
に｢安全上のご注意｣はご使用前に必ず読んで正しくお使いくだ
さい｡
取扱説明書は大切に保管するとともに､必ず最終ユーザまでお
届けしてください｡

この印刷物は2008年12月発行です｡なお､お断りなしに仕様を
変更することがありますのでご了承ください｡

マニュアル番号 JZ990D46301

副番 A

作成日付 2008年12月
1. 機能と特長

LD-10PAU-A形パワーアンプは､パウダクラッチ/ブレーキやヒス
テリシスクラッチ/ブレーキ用の専用パワーアンプです。このパ
ワーアンプは､DC24Vの電源で動作し､DC24V 0～1.0Aの定電流
制御出力を出力します。

1) 機能と特長

①色々な使用目的に合わせて出力電流指令の設定が可能です。
・アナログ入力(0～5V､0～10V）
・デジタル2進数ON-OFF信号(8bit＋ストローブ)
・表面操作キー入力→内部メモリ(16種類設定可能)
・表示器→内部メモリ(16種類設定可能)

②設定モニタ用に当社シーケンサ用表示器が使用可能です
(GT1020-LBL､LBLW､LWL､LWLW)。
表示器用のサンプル画面データは無償提供(当社Webサイ
トよりダウンロード)。 また表示器用画面デザインソフト
ウェアを用いればユーザで画面デザインのカスタマイズも
可能です。

③多連同時制御のための数々の機能を満載しています。
・多連の制御軸間で発生するクラッチ・ブレーキのバラツ

キを補正する軸間補正ゲイン設定。 軸間補正ゲイン設定
はアナログ入力もできるため､外部ボリュームで補正ゲ
インを調整できます。

・多連の制御軸間機械摩擦のバラツキを補正するメカロス
補正設定。

・左右密着した取付が可能です。 DINレール取付フックが
付属しています。

④ヒステリシスクラッチ・ブレーキの残留トルクリップル対
策用として､出力電流にクッションをかけてON/OFFでき
ます。
クッションの無効/有効は外部接点入力から切替え可能で
す。

⑤内蔵メモリに出力トルク指令､慣性補償ゲインを16種類ず
つあらかじめ記憶が可能です(外部デジタル2進数)。 ON-
OFF信号や表示器からの設定で外部から切替が可能です。
また出力電流指令は表示器を併用すればアナログ入力から
の値を記憶することもできます。

⑥クラッチ､ブレーキの電流－トルク非線形補正機能内蔵。
接続するクラッチ､ブレーキの形名を数値設定するだけで
定格電流と非線型補正初期値を設定できます。

⑦リムーバブル式スプリングタイプのヨーロッパ端子台を採
用しています。棒形圧着端子や単線の場合はそのまま端子
台に差し込むだけで接続が完了します。外すときはマイナ
スドライバでロックを押すだけです。もしもの製品交換の
時も配線したままで端子部だけを外すことが出来ます。ま
た配線が前面操作で行えるので密着取付が可能となり､省
スペースです。

⑧テンションコントローラモードに切替えれば､アナログ巻
径信号による巻径半自動制御が可能です。タッチレバーに
取付けたポテンショメータや超音波センサからの巻径信号
で張力制御が行えます。

⑨メモリカセットをオプションで用意しています。 各種設定
のコピーや読出しが可能です。またメモリカセットを接続
したままにすれば電源ＯＦＦ時の各種設定が起動時に自動
バックアップ出来ます。

2) 主な用途

(1) 巻線機などのテンションユニット制御用パワーアンプ。
(2) 特殊繊維(カーボンファイバ､グラスファイバ等)の機械用

小型クラッチ/ブレーキの制御用パワーアンプ。
(3) 幅細フィルムの巻出/巻取用小型クラッチの多連制御用パ

ワーアンプ。

2. 外形図

3. 操作パネル

① 7セグメント表示 ：モニタ値の表示､設定パラメータ及びパラ
メータの値を表示します。

② [MODE]キー ：モニタモードと設定モードを切替えます。
③ [SET]キー ：操作を実行したり､設定値を確定したりし

ます。
④ [▲]キー ：数値をインクリメントしたり設定を変更し

ます。長押しするとオートインクリメント
します。

⑤ [▼]キー ：数値をデクリメントしたり設定を変更しま
す。長押しするとオートデクリメントしま
す。
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三菱テンションコントローラ

安全上のご注意 (ご使用の前に必ずお読みください)

製品のご使用に際しては､この取扱説明書や技術資料等を良くお
読みいただくとともに､安全に対して十分に注意を払って正しい
取扱いをしていただくようお願いします｡
こ の 取 扱 説 明 書 で は､ 安 全 に 関 す る 注 意 事 項 の ラ ン ク を

として区分してあります｡

なお､ に記載した事項でも､状況によっては重大な結果
に結びつく可能性があります｡いずれも重要な内容を記載してい
ますので必ず守ってください｡
本製品は厳重な品質管理体制の下に製造しておりますが､本製品
の故障により重大な事故または損失の発生が予想される設備へ
の適用に際しては､バックアップやフェールセーフ機能をシステ
ム的に設置して下さい｡
なお､この取扱説明書は必要なときに取り出して読めるよう大切
に保管するとともに､必ず最終ユーザまでお届けいただくようお
願いします。

取扱いを誤ったばあいに､危険な状況が起こり
えて､死亡または重傷を受ける可能性が想定さ
れるばあい｡

取扱いを誤ったばあいに､危険な状況が起こり
えて､中程度の傷害や軽傷を受ける可能性が想
定されるばあい､および物的損害だけの発生が
想定されるばあい｡

設計上の注意

• 外部電源の異常､本パワーアンプの故障､通信異常などでも､
必ずシステム全体が安全側に働くように､パワーアンプの外
部で安全回路を設けてください。
誤動作､誤出力により､事故の恐れがあります。
出力のトランジスタなどの故障によっては､出力がONしっぱ 
なしになったり､OFFしっぱなしになったりすることがありま
す。
重大な事故につながるような出力信号については､機械の動 
作が安全側に働くよう外部回路や機構の設計を行なってくだ 
さい。

設計上の注意

• 制御線は、主回路や動力線などと束線したり、近接したりしな
いでください。
100mm以上離すことを目安としてください。
ノイズにより、誤動作の原因になります。

• 電源コネクタ、端子台に力が加わらない状態で使用してください。
断線や故障の原因になります。

三菱電機及び三菱電機指定以外の第三者によって修理･分解･改造さ
れたこと等に起因して生じた損害等につきましては責任を負いかね
ますのでご了承ください｡したがって､修理･分解は当社指定のサービ
スネットワークにて行っていただきますようお願いします｡

この安全上のご注意､取扱説明書や技術資料に記載されている仕様を
お断りなしに変更することがありますのでご了承ください｡

設計上の注意

• パワーアンプに接続するシールド線または、シールドケーブルの
シールドは、必ずパワーアンプ側で一点接地を行ってください。
ただし、強電系とは共通に接地しないでください。
ノイズにより、誤動作の原因になります。

配線上の注意

• 配線作業を行うときは、必ず電源を外部にて全相供遮断してから
行ってください。
感電、製品損傷の恐れがあります｡

配線上の注意

• DC電源の配線は、このマニュアルに記載した通り専用の端子に接
続してください。
AC電源を直流の入力端子やDC電源の端子に接続すると、パワーア
ンプを焼損します。

• 空端子には、外部で配線しないでください。
製品損傷の恐れがあります。

• アース端子は、D種接地(接地抵抗：100Ω以下)を施してください。
ただし､強電系とは接地しないでください。

• 配線工事を行うときは､切粉や電線屑をパワーアンプの通風窓へ
落とし込まないでください。

• ノイズの影響により､パワーアンプが誤動作する原因になること
があるので､次の項目を必ず守ってください。
・電源線やツイストシールド線は､主回路線や高圧電線､負荷線

との接近や束線を行わないでください。
ノイズやサージ誘導の影響を受けやすくなります。
100mm以上はなして布線するようにして下さい。

・ツイストシールド線のシールドは､必ず信号受け取り側で一点
接地を行ってください。
また､強電系とは共通に接地しないでください。

• ヨーロッパ式端子台タイプへの配線は､次の注意事項に従い適切
に行ってください。
感電､短絡､断線､製品損傷の恐れがあります。
・電線の端末処理寸法は､9ｍｍに加工してください。
・より線の端末は､"ヒゲ線"がでないようによじってください。
・電線の端末は､ハンダメッキしないでください。
・規定サイズ以外の電線や規定本数を超える電線を接続しない

でください。
・端子台や電線接続部分には､応力が直接加わらないように､電

線を固定してください。

立上げ保守時の注意

• 通電中には端子に触れないでください。
感電の恐れや､誤動作の原因となることがあります。

• 清掃は､必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。
通電中に行うと感電の恐れがあります。

立上げ保守時の注意

• 分解､改造はしないでください。
故障､誤動作､火災の原因となることがあります。
＊修理については､三菱電機システムサービス株式会社にお問合
せください。

• 増設ケーブルなどの接続ケーブルの着脱は電源をOFFしてから
行ってください。
故障､誤動作の原因となることがあります。

廃棄時の注意

• 製品を廃棄する時は､産業廃棄物として扱ってください。

1. 機能と特長

LD-10PAU-A形パワーアンプは､パウダクラッチ/ブレーキやヒス
テリシスクラッチ/ブレーキ用の専用パワーアンプです。このパ
ワーアンプは､DC24Vの電源で動作し､DC24V 0～1.0Aの定電流
制御出力を出力します。

1) 機能と特長

①色々な使用目的に合わせて出力電流指令の設定が可能です。
・アナログ入力(0～5V､0～10V）
・デジタル2進数ON-OFF信号(8bit＋ストローブ)
・表面操作キー入力→内部メモリ(16種類設定可能)
・表示器→内部メモリ(16種類設定可能)

②設定モニタ用に当社シーケンサ用表示器が使用可能です
(GT1020-LBL､LBLW､LWL､LWLW)。
表示器用のサンプル画面データは無償提供(当社Webサイ
トよりダウンロード)。 また表示器用画面デザインソフト
ウェアを用いればユーザで画面デザインのカスタマイズも
可能です。

③多連同時制御のための数々の機能を満載しています。
・多連の制御軸間で発生するクラッチ・ブレーキのバラツ

キを補正する軸間補正ゲイン設定。 軸間補正ゲイン設定
はアナログ入力もできるため､外部ボリュームで補正ゲ
インを調整できます。

・多連の制御軸間機械摩擦のバラツキを補正するメカロス
補正設定。

・左右密着した取付が可能です。 DINレール取付フックが
付属しています。

④ヒステリシスクラッチ・ブレーキの残留トルクリップル対
策用として､出力電流にクッションをかけてON/OFFでき
ます。
クッションの無効/有効は外部接点入力から切替え可能で
す。

⑤内蔵メモリに出力トルク指令､慣性補償ゲインを16種類ず
つあらかじめ記憶が可能です(外部デジタル2進数)。 ON-
OFF信号や表示器からの設定で外部から切替が可能です。
また出力電流指令は表示器を併用すればアナログ入力から
の値を記憶することもできます。

⑥クラッチ､ブレーキの電流－トルク非線形補正機能内蔵。
接続するクラッチ､ブレーキの形名を数値設定するだけで
定格電流と非線型補正初期値を設定できます。

⑦リムーバブル式スプリングタイプのヨーロッパ端子台を採
用しています。棒形圧着端子や単線の場合はそのまま端子
台に差し込むだけで接続が完了します。外すときはマイナ
スドライバでロックを押すだけです。もしもの製品交換の
時も配線したままで端子部だけを外すことが出来ます。ま
た配線が前面操作で行えるので密着取付が可能となり､省
スペースです。

⑧テンションコントローラモードに切替えれば､アナログ巻
径信号による巻径半自動制御が可能です。タッチレバーに
取付けたポテンショメータや超音波センサからの巻径信号
で張力制御が行えます。

⑨メモリカセットをオプションで用意しています。 各種設定
のコピーや読出しが可能です。またメモリカセットを接続
したままにすれば電源ＯＦＦ時の各種設定が起動時に自動
バックアップ出来ます。

2) 主な用途

(1) 巻線機などのテンションユニット制御用パワーアンプ。
(2) 特殊繊維(カーボンファイバ､グラスファイバ等)の機械用

小型クラッチ/ブレーキの制御用パワーアンプ。
(3) 幅細フィルムの巻出/巻取用小型クラッチの多連制御用パ

ワーアンプ。

2. 外形図

3. 操作パネル

① 7セグメント表示 ：モニタ値の表示､設定パラメータ及びパラ
メータの値を表示します。

② [MODE]キー ：モニタモードと設定モードを切替えます。
③ [SET]キー ：操作を実行したり､設定値を確定したりし

ます。
④ [▲]キー ：数値をインクリメントしたり設定を変更し

ます。長押しするとオートインクリメント
します。

⑤ [▼]キー ：数値をデクリメントしたり設定を変更しま
す。長押しするとオートデクリメントしま
す。
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デジタル入力用コネクタ(CN1)

①

② ③

④ ⑤

4. 電源ON時の表示

電源をONすると､システムソフトウェアのバージョン番号が2秒間表示さ
れます。

次に設定項目またはモニタ項目が2秒間表示され､設定項目に対応した設定
値､またはモニタ項目に対応したモニタ値が表示されます。
工場出荷時は｢出力電流％モニタ｣表示に設定されているため初期設定を変
更しなければ､｢出力電流％モニタ｣を表示します。

電源ON時のモニタ表示､パラメータ設定項目は､通常操作中の設定モニタ項
目の表示中に[SET]キーを2秒長押しすると設定され､次回の電源ON時から
設定された項目から立上がります。

5. 出荷初期状態の表示設定

工場出荷時は､表示操作は左図の"初期設定モード"になっており､[▲]キーを
押すことにより設定項目は左図の矢印の順序で変更され､[▼]キーを押すと
設定項目は逆方向に変更されます。

① : 負荷となるパウダクラッチ/ブレーキ､ヒステリシスクラッチ/ブレーキ
の機種番号を設定します(8項-3参照)。

② : パワーアンプで使用するか､巻径演算式コントローラで使用するかを選
択します。

③ : アナログ入力信号 ([SP1]-[SN]) で制御するか､内部メモリ値で制御する
かを選択します。

④ : アナログ入力信号 ([SP2]-[SN]) で制御するか､内部メモリ値で制御する
かを選択します。

⑤ : アナログ入力信号 ([SP2]-[SN]) で制御するか､内部メモリ値で制御する
かを選択します。

⑥ : SP1､SP2アナログ入力端子の入力フルスケール電圧を設定します。
⑦ : モニタ出力端子の出力電圧フルスケールを設定します。
⑧ : CN1コネクタの機能を設定します。
⑨ : コントローラモード時の巻径入力最大径を設定します。
⑩ : コントローラモード時の巻径入力最小径を設定します。
⑪ : スイッチ設定､システム設定､シリアル通信設定におけるパスワードを

設定します。

6. 機能ブロック図

電源ON

バージョン表示

2sec

設定値・モニタ値表示

設定項目・モニタ項目表示
(工場出荷時は 出力電流％モニタ)

2sec

③ トルク(張力)
設定選択

④ 出力慣性補償
ゲイン設定選択

⑥ SP入力
フルスケール選択

⑦ MON出力
フルスケール選択

② 制御モード選択

① 負荷機種設定

⑩ 最小径設定

⑨ 最大径設定

⑪ パスワード設定⑤ 軸間補正
ゲイン設定選択

⑧ CN1機能選択

デジタルトルク設定

内部慣性
補償ゲイン

クッション処理 定電流制御

負荷機種設定

アナログトルク
（張力）設定

内部トルク
（張力）設定

×

＋

アナログ慣性
補償ゲイン
 /軸間補正ゲイン
 /巻径

軸間補正ゲイン設定

メカロス設定

非線形補正

クッション時間設定

出力

クッション
ON/OFF

リモート入力

トルク指令

メカロスバイアス

軸間補正ゲイン

ゲインON/OFF

慣性補償ゲイン

巻径検出出力

出力モニタ

出力
制限

出力制限設定

巻径補正

×

最大径設定 最小径設定

SP1入力

SP2入力

巻径

非線形設定

メカロス補正

LD-10PAU-Ａ形パワーアンプ

取扱説明書(基本仕様)

この取扱説明書をよくお読みになり､正しくお使いください｡特
に｢安全上のご注意｣はご使用前に必ず読んで正しくお使いくだ
さい｡
取扱説明書は大切に保管するとともに､必ず最終ユーザまでお
届けしてください｡

この印刷物は2008年12月発行です｡なお､お断りなしに仕様を
変更することがありますのでご了承ください｡

マニュアル番号 JZ990D46301

副番 A

作成日付 2008年12月

7. 外部配線図 ・ 端子配列

8. 取付け･配線

1) 取付け

このパワーアンプは盤内専用機器です｡環境仕様(11.2)に記載している環境に設置してください｡
このパワーアンプはDINレール取付け､床面取付け､壁面取付けが行えます｡
a) DINレール取付け

DIN46277(35mm幅)のDINレールに取付け可能です。

b) 床面取付け
床面取付け穴(2箇所)を用いて直接ネジで取付けます。
取り付け穴は右図をご参照ください。
DINレール取付け用スライダを取り外してください。

• ネジ穴加工や配線工事を行う時に､切粉や電線屑を落し
込まないでください｡製品の損傷､発煙､発火､誤動作等を
招くことがあります｡

• 取付け･配線作業を行う時は､必ず電源を外部で全相とも
遮断してから行ってください｡外部で全相とも遮断して
いない場合､感電あるいは製品損傷の危険があります｡

• ほこり､油煙､導電性ダスト､腐蝕性ガスのある場所や高温､
結露､風雨にさらされる場所に　取付けないでください｡

• また振動や衝撃の加わる場所には直接取付けないでくださ
い｡　製品の損傷､誤動作あるいは劣化を招くことがありま
す｡
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PD7

STB

PDC

4.3K 0.1μ 560
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560

制御用出力
DC24V 1.0A
パウダクラッチ/
ブレーキ
ヒステリシスクラッチ/
ブレーキ

D種接地

DC24V～DC29V

SN

デジタル入力用
コネクタ(CN1)

(12ピン）

ゲイン切換え用SW

クッション入力
ON/OFF用SW

制御出力
ON/OFF用SW

DC24V

トルク/張力
設定入力

汎用アナログ入力

出力％モニタ用出力
0～2V、0～5V、0～10V
切換え設定可能

巻径検出出力
DC30V、0.1A以下

外付けボリューム用電源
（500～2kΩ、10ｍA以下)

0～5V、0～10V入力
切替設定可能

HMI通信用コネクタ
(RS-422用、丸DIN)

LPF

LPF

LPF

電源
ヒューズ 2.0A ※

端子配列※PP-PN間短絡時の保護のため､
外部にヒューズ(2.0Ａ)を接続してください。
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11.仕様

1) 入出力仕様

(注意）本製品は入力電源をパルス幅(PWM)制御して､パウダ用出力として使用しているため､最大出力電圧は､電源電圧24V時に約
DC22V､また電源電圧29V時には約DC27Vで飽和しますので､パウダクラッチ/ブレーキの選定時には最大所要トルクに注意
してください。

2) 環境仕様

項目 端子名 仕様

電源

24V
DC24～29V　消費電力：40VA(外部給電)
突入電流：30A　1msec
瞬停許容時間：5ms

24G

接点入力

REM 制御出力リモートON/OFF(ノーマル出力OFF)

ON電流：約5ｍACUS 出力クッション動作ON/OFF(ノーマルクッション有効)

GAN 慣性補償ゲイン有効／無効

DIC 接点入力コモン

PD0～PD7 パラレルトルク設定/トルク（下位4bit）､慣性補償ゲイン（上位4bit）メモリ値選択
ON電流：約5ｍASTB パラレルデータストローブ

PDC パラレルデータコモン

接点出力
OCP 巻径検出出力用オープンコレクタ出力＋ 0．1A

（抵抗負荷）30V以下OCN 巻径検出出力用オープンコレクタ出力－

出力 +5V ボリューム用 5V出力(500～2KΩの外付け抵抗） 10mA MAX

アナログ入力

SP1 トルク（張力）設定 0～5V､0～10V
切替250Ω外付け抵抗により
4―20ｍA対応可SP2 出力慣性補償ゲイン設定/軸間補正ゲイン設定/巻径入力から選択

SN アナログ信号GND

アナログ出力 MON 出力％モニタ出力 0～2V､0～5V､0～10V切替　負荷抵抗1kΩ以上

制御出力
PP DC24V系パウダクラッチ/ブレーキ､ヒステリシスクラッチ/ブレーキ

DC24V 0～1.0A（最大出力電圧は電源電圧により制約を受けます：注記参照）PN

使用周囲温度 -5～＋55℃

保存周囲温度 -25～＋75℃

使用周囲湿度 35～85％RH(結露しないこと)

耐振性

X､Y､Z各方向10回(合計各80min）

耐衝撃 98m/s2　3軸方向各3回

電源ノイズ耐量 ノイズ電圧500Vp-p ノイズ幅1μsec 　周波数30～100Hzのノイズシミュレータによる

耐電圧 AC500V 1分間全端子一括(ただし､アース端子を除く)と取付金具間で測定

絶縁抵抗 DC500Vメガーにより5MΩ以上  全端子一括とアース端子間で測定

接地 D種接地(100Ω以下､強電系との共通接地は不可)

使用雰囲気 腐食性･可燃性ガス･導電性ダストがなく､ほこりがひどくないこと

周波数 加速度 片振幅

DINレール取付
10～57Hz － 0．035mm

57～150Hz 4.9m/s －

床または壁取付け
10～57Hz － 0．075mm

57～150Hz 9.8m/s －
負荷機種を選択すると自動的にプリセット
されます。同時にその機種に合った定格電流
が決まります。

0～2V 0～5V 0～10V

パワーアンプ コントローラ

内部設定切替 トルク(張力)設定

自動バックアップ バックアップ無効

常時取込み M11 ON中
c) 壁面面取付け
本体前面下部の端子台プラグを取外し､壁面取り付け穴(2箇所)を用いて直接ネジで取り
付けます。 取り付け穴は右図をご参照ください。

2) 配線

a) 配線方法･注意事項
･ 本体前面下部の端子台を用いて配線します。
･ 入出力線は他の動力線と同一ダクトに通したり､一緒に結束しないでください｡
･ 端子台に2本の線を共締めしないでください｡端子台が故障する場合があります｡(2本

を共締めする場合は､1個の棒端子に2本の線を圧着して端子台には1本取付けるよう
にして下さい｡)

･ アナログ信号の入出力線は､シ－ルド線を用い信号受取り側でD種接地を行ってください｡
一般的には､ノイズに対する安全を見て10m以内の配線長としてください｡

b) 電源スイッチについて
本製品には電源ON/OFFスイッチはありませんので､外部にスイッチやブレーカなどを接続することを推奨します｡

9. 外部入力vs設定特性

1) 外部トルク(張力)設定

SP1入力電圧指令に対する外部トルク(張力)設定値
は正比例します(下図参照)。
ただし､SP1入力にバイアス設定及びゲイン設定がされた場合は0とFSの電圧値はバイアス設定
値､ゲイン設定値に依存します。

2) 外部軸間補正ゲイン設定

SP2入力に外部軸間補正ゲインが選択された場合､SP2入力電圧と設定値の関係は左図のように
なります。
軸間補正ゲインの最低設定値は20％､最大設定値は200％であるので1/2フルスケール電圧入
力時に補正なし(100％)設定になります。
ただし､SP2入力にバイアス設定及びゲイン設定がされた場合は0とFSの電圧値はバイアス設定
値､ゲイン設定値に依存します。

3) 外部慣性補償ゲイン

SP2入力に外部慣性補償ゲインが選択された場合､SP2入力電圧と設定値の関係は下図のように
なります。
内部慣性補償ゲインの設定範囲は20～400％ですが､外部慣性補償ゲイン設定の場合の設定範
囲は20～200％となります。 1/2フルスケール電圧入力時に補正なし(100％)設定になりま
す。
ただし､SP2入力にバイアス設定及びゲイン設定がされた場合は0とFSの電圧値はバイアス設定
値､ゲイン設定値に依存します。

• 取付け･配線作業を行う時は､必ず電源を外部で全相とも
遮断してから行ってください｡外部で全相とも遮断してい
ない場合､感電あるいは製品損傷の危険があります｡

• 製品のア－ス端子や筐体板金部には2mm2以上の電線を用
いてD種接地工事を行って使用してください｡感電のおそ
れがあります｡

• 配線は電流容量に見合った太さの電線を使ってください｡
電線が細いと絶縁皮膜が溶けて絶縁不良となり､感電･漏
電の恐れがあるほか､火災の原因となります｡

• 強電系と弱電系の配線は分離し､共通接地しないでください｡
弱電系の配線にノイズが重畳し､誤動作の原因となります｡

• 配線が長すぎて余り線が発生した場合､誤動作防止のため張
力制御装置のケース内に余り線を入れないでください｡

• 誤動作防止のためパネル面にAC電源ケーブルをはわさないで
ください｡
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10.モニタ ・ 設定項目一覧

1) モニタ

2) 内部トルク設定 3)内部出

4) パラメータ設定

5) スイッチ設定

（＊1)表示器操作のみ有効機能

6) システム設定

項目名 表示単位 最小値 最大値 項

出力％モニタ 1(%) 0 100 巻径

SP1入力％モニタ 1(%) 0 100 接点入

SP2入力％モニタ 1(%) 0 100

設定単位 初期値 最小値 最大値 設定

0.1(%) 20.0 0.0 100.0 1

項目名 項目番号 設定単位 初期値 最小値

内部軸間補正ゲイン設定 0 1(%) 100 20

メカロス設定 1 1(%) 0 -50

クッション時間設定 2 0.1(sec) 0.0 0.0

出力制限設定 3 1(%) 100 20

巻径検出設定 4 1(mmφ) 1 1

項目名 項目番号 初期設定

トルク(張力)設定選択 0 アナログ

慣性補償ゲイン選択 1 内部

軸間補正ゲイン選択 2 内部

SP入力FS選択 3 0～10V

MON出力FS選択 4 0～5V

制御モード選択 5 パワーアンプ

CN1機能選択 6 内部設定切替

メモリ選択 8 自動バックアップ

トルク(張力)アナログ選択（＊1） - 常時取込み

項目名 項目号 設定単位 初期値 最小値 最大値

負荷機種 0 ー 0 0 200

トルク補正10％設定 1 0.1(％) 10.0 1.0 20.0

トルク補正20％設定 2 0.1(％) 20.0 1.0 40.0

トルク補正40％設定 3 1(％) 40 10 60

トルク補正80％設定 4 1(％) 80 50 100

最小径設定 5 1mmφ 100 0 999

最大径設定 6 1mmφ 500 1 999

パスワード設定 7 － 0 1 999

SP1バイアス 8 1(％) 0 -100 100

SP1ゲイン 9 1(％) 100 -400 400

SP2バイアス A 1(％) 0 -100 100

SP2ゲイン b 1(％) 100 -400 400
3) 負荷機種設定番号一覧表

この表以外の番号では､定格電流: 1.0Ａ,トルク補正は直線
となります｡

機種 形名 定格電流(A) 機種番号

パウダ
クラッチ

ZKG-5AN 0.35 101

ZKG-10AN 0.47 102

ZKG-20AN 0.55 103

ZKG-50AN 0.80 104

ZKG-100AN 1.00 105

ZKB-0.06AN 0.46 81

ZKB-0.3AN 0.53 82

ZKB-0.6AN 0.81 83

ZKB-1.2BN 0.94 84

ZA-0.6A 0.74 91

ZA-1.2A1 0.90 92

パウダ
ブレーキ

ZKG-5YN 0.35 51

ZKG-10YN 0.42 52

ZKG-20YN 0.50 53

ZKG-50YN 0.60 54

ZKB-0.06YN 0.46 1

ZKB-0.3YN 0.53 2

ZKB-0.6YN 0.81 3

ZKB-1．2XN 0.94 4

ZA-0.6Y 0.30 11

ZA-1.2Y1 0.39 12

ZA-2.5Y1 0.73 13

ZA-5Y1 0.94 14

ZX-0.3YN-24 0.40 47

ZX-0.6YN-24 0.40 48

ZX-1.2YN-24 0.50 49

ヒステリシス
クラッチ

ZHA-0.6B 0.38 151

ZHA-1.2A 0.41 152

ZHA-1.2A1 0.41 171

ZHA-2.5A 0.52 153

ZHA-5A 0.62 154

ZHA-5A1 0.62 173

ZHA-10A 1.00 155

ヒステリシス
ブレーキ

ZHY-0.03B 0.14 68

ZHY-0.08B 0.14 69

ZHY-0.3B 0.17 70

ZHY-0.6B 0.20 71

ZHY-1.2A 0.28 72

ZHY-1.2A1 0.28 161

ZHY-2.5A 0.36 73

ZHY-5A 0.47 74

ZHY-5A1 0.47 163

ZHY-10A 1.00 75
力慣性補償ゲイン設定

目名 表示単位 最小値 最大値

モニタ 1mmφ 0 1000

力モニタ ー ー －

単位 初期値 最小値 最大値

(%) 100 20 400

最大値

200

50

30.0

100

999

設定内容

アナログ 内部

アナログ 内部

アナログ 内部

0～5V 0～10V
4) オプション

5) デジタル入力用コネクタ(CN1)推奨勘合コネクタ

項目 内容

メモリーカセット LD-8EEPROM

コネクタAssy LD-10PAU-CAB1M

ハウジング XHP-12(JST製)

ピン SXH-001T-P0.6(JST製)



負荷機種を選択すると自動的にプリセット
されます。同時にその機種に合った定格電流
が決まります。

c) 壁面面取付け
本体前面下部の端子台プラグを取外し､壁面取り付け穴(2箇所)を用いて直接ネジで取り
付けます。 取り付け穴は右図をご参照ください。

2) 配線

a) 配線方法･注意事項
･ 本体前面下部の端子台を用いて配線します。
･ 入出力線は他の動力線と同一ダクトに通したり､一緒に結束しないでください｡
･ 端子台に2本の線を共締めしないでください｡端子台が故障する場合があります｡(2本

を共締めする場合は､1個の棒端子に2本の線を圧着して端子台には1本取付けるよう
にして下さい｡)

･ アナログ信号の入出力線は､シ－ルド線を用い信号受取り側でD種接地を行ってください｡
一般的には､ノイズに対する安全を見て10m以内の配線長としてください｡

b) 電源スイッチについて
本製品には電源ON/OFFスイッチはありませんので､外部にスイッチやブレーカなどを接続することを推奨します｡

9. 外部入力vs設定特性

1) 外部トルク(張力)設定

SP1入力電圧指令に対する外部トルク(張力)設定値
は正比例します(下図参照)。
ただし､SP1入力にバイアス設定及びゲイン設定がされた場合は0とFSの電圧値はバイアス設定
値､ゲイン設定値に依存します。

2) 外部軸間補正ゲイン設定

SP2入力に外部軸間補正ゲインが選択された場合､SP2入力電圧と設定値の関係は左図のように
なります。
軸間補正ゲインの最低設定値は20％､最大設定値は200％であるので1/2フルスケール電圧入
力時に補正なし(100％)設定になります。
ただし､SP2入力にバイアス設定及びゲイン設定がされた場合は0とFSの電圧値はバイアス設定
値､ゲイン設定値に依存します。

3) 外部慣性補償ゲイン

SP2入力に外部慣性補償ゲインが選択された場合､SP2入力電圧と設定値の関係は下図のように
なります。
内部慣性補償ゲインの設定範囲は20～400％ですが､外部慣性補償ゲイン設定の場合の設定範
囲は20～200％となります。 1/2フルスケール電圧入力時に補正なし(100％)設定になりま
す。
ただし､SP2入力にバイアス設定及びゲイン設定がされた場合は0とFSの電圧値はバイアス設定
値､ゲイン設定値に依存します。

• 取付け･配線作業を行う時は､必ず電源を外部で全相とも
遮断してから行ってください｡外部で全相とも遮断してい
ない場合､感電あるいは製品損傷の危険があります｡

• 製品のア－ス端子や筐体板金部には2mm2以上の電線を用
いてD種接地工事を行って使用してください｡感電のおそ
れがあります｡

• 配線は電流容量に見合った太さの電線を使ってください｡
電線が細いと絶縁皮膜が溶けて絶縁不良となり､感電･漏
電の恐れがあるほか､火災の原因となります｡

• 強電系と弱電系の配線は分離し､共通接地しないでください｡
弱電系の配線にノイズが重畳し､誤動作の原因となります｡

• 配線が長すぎて余り線が発生した場合､誤動作防止のため張
力制御装置のケース内に余り線を入れないでください｡

• 誤動作防止のためパネル面にAC電源ケーブルをはわさないで
ください｡
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10.モニタ ・ 設定項目一覧

1) モニタ

2) 内部トルク設定 3)内部出力慣性補償ゲイン設定

4) パラメータ設定

5) スイッチ設定

（＊1)表示器操作のみ有効機能

6) システム設定

項目名 表示単位 最小値 最大値 項目名 表示単位 最小値 最大値

出力％モニタ 1(%) 0 100 巻径モニタ 1mmφ 0 1000

SP1入力％モニタ 1(%) 0 100 接点入力モニタ ー ー －

SP2入力％モニタ 1(%) 0 100

設定単位 初期値 最小値 最大値 設定単位 初期値 最小値 最大値

0.1(%) 20.0 0.0 100.0 1(%) 100 20 400

項目名 項目番号 設定単位 初期値 最小値 最大値

内部軸間補正ゲイン設定 0 1(%) 100 20 200

メカロス設定 1 1(%) 0 -50 50

クッション時間設定 2 0.1(sec) 0.0 0.0 30.0

出力制限設定 3 1(%) 100 20 100

巻径検出設定 4 1(mmφ) 1 1 999

項目名 項目番号 初期設定 設定内容

トルク(張力)設定選択 0 アナログ アナログ 内部

慣性補償ゲイン選択 1 内部 アナログ 内部

軸間補正ゲイン選択 2 内部 アナログ 内部

SP入力FS選択 3 0～10V 0～5V 0～10V

MON出力FS選択 4 0～5V 0～2V 0～5V 0～10V

制御モード選択 5 パワーアンプ パワーアンプ コントローラ

CN1機能選択 6 内部設定切替 内部設定切替 トルク(張力)設定

メモリ選択 8 自動バックアップ 自動バックアップ バックアップ無効

トルク(張力)アナログ選択（＊1） - 常時取込み 常時取込み M11 ON中

項目名 項目号 設定単位 初期値 最小値 最大値

負荷機種 0 ー 0 0 200

トルク補正10％設定 1 0.1(％) 10.0 1.0 20.0

トルク補正20％設定 2 0.1(％) 20.0 1.0 40.0

トルク補正40％設定 3 1(％) 40 10 60

トルク補正80％設定 4 1(％) 80 50 100

最小径設定 5 1mmφ 100 0 999

最大径設定 6 1mmφ 500 1 999

パスワード設定 7 － 0 1 999

SP1バイアス 8 1(％) 0 -100 100

SP1ゲイン 9 1(％) 100 -400 400

SP2バイアス A 1(％) 0 -100 100

SP2ゲイン b 1(％) 100 -400 400

11.仕様

1) 入出力仕様

(注意）本製品は入力電源をパルス幅(PWM)制御して､パウダ用出力として使用しているため､最大出力電圧は､電源電圧24V時に約
DC22V､また電源電圧29V時には約DC27Vで飽和しますので､パウダクラッチ/ブレーキの選定時には最大所要トルクに注意
してください。

2) 環境仕様

項目 端子名 仕様

電源

24V
DC24～29V　消費電力：40VA(外部給電)
突入電流：30A　1msec
瞬停許容時間：5ms

24G

接点入力

REM 制御出力リモートON/OFF(ノーマル出力OFF)

ON電流：約5ｍACUS 出力クッション動作ON/OFF(ノーマルクッション有効)

GAN 慣性補償ゲイン有効／無効

DIC 接点入力コモン

PD0～PD7 パラレルトルク設定/トルク（下位4bit）､慣性補償ゲイン（上位4bit）メモリ値選択
ON電流：約5ｍASTB パラレルデータストローブ

PDC パラレルデータコモン

接点出力
OCP 巻径検出出力用オープンコレクタ出力＋ 0．1A

（抵抗負荷）30V以下OCN 巻径検出出力用オープンコレクタ出力－

出力 +5V ボリューム用 5V出力(500～2KΩの外付け抵抗） 10mA MAX

アナログ入力

SP1 トルク（張力）設定 0～5V､0～10V
切替250Ω外付け抵抗により
4―20ｍA対応可SP2 出力慣性補償ゲイン設定/軸間補正ゲイン設定/巻径入力から選択

SN アナログ信号GND

アナログ出力 MON 出力％モニタ出力 0～2V､0～5V､0～10V切替　負荷抵抗1kΩ以上

制御出力
PP DC24V系パウダクラッチ/ブレーキ､ヒステリシスクラッチ/ブレーキ

DC24V 0～1.0A（最大出力電圧は電源電圧により制約を受けます：注記参照）PN

使用周囲温度 -5～＋55℃

保存周囲温度 -25～＋75℃

使用周囲湿度 35～85％RH(結露しないこと)

耐振性

X､Y､Z各方向10回(合計各80min）

耐衝撃 98m/s2　3軸方向各3回

電源ノイズ耐量 ノイズ電圧500Vp-p ノイズ幅1μsec 　周波数30～100Hzのノイズシミュレータによる

耐電圧 AC500V 1分間全端子一括(ただし､アース端子を除く)と取付金具間で測定

絶縁抵抗 DC500Vメガーにより5MΩ以上  全端子一括とアース端子間で測定

接地 D種接地(100Ω以下､強電系との共通接地は不可)

使用雰囲気 腐食性･可燃性ガス･導電性ダストがなく､ほこりがひどくないこと

周波数 加速度 片振幅

DINレール取付
10～57Hz － 0．035mm

57～150Hz 4.9m/s －

床または壁取付け
10～57Hz － 0．075mm

57～150Hz 9.8m/s －

3) 負荷機種設定番号一覧表

この表以外の番号では､定格電流: 1.0Ａ,トルク補正は直線
となります｡

機種 形名 定格電流(A) 機種番号

パウダ
クラッチ

ZKG-5AN 0.35 101

ZKG-10AN 0.47 102

ZKG-20AN 0.55 103

ZKG-50AN 0.80 104

ZKG-100AN 1.00 105

ZKB-0.06AN 0.46 81

ZKB-0.3AN 0.53 82

ZKB-0.6AN 0.81 83

ZKB-1.2BN 0.94 84

ZA-0.6A 0.74 91

ZA-1.2A1 0.90 92

パウダ
ブレーキ

ZKG-5YN 0.35 51

ZKG-10YN 0.42 52

ZKG-20YN 0.50 53

ZKG-50YN 0.60 54

ZKB-0.06YN 0.46 1

ZKB-0.3YN 0.53 2

ZKB-0.6YN 0.81 3

ZKB-1．2XN 0.94 4

ZA-0.6Y 0.30 11

ZA-1.2Y1 0.39 12

ZA-2.5Y1 0.73 13

ZA-5Y1 0.94 14

ZX-0.3YN-24 0.40 47

ZX-0.6YN-24 0.40 48

ZX-1.2YN-24 0.50 49

ヒステリシス
クラッチ

ZHA-0.6B 0.38 151

ZHA-1.2A 0.41 152

ZHA-1.2A1 0.41 171

ZHA-2.5A 0.52 153

ZHA-5A 0.62 154

ZHA-5A1 0.62 173

ZHA-10A 1.00 155

ヒステリシス
ブレーキ

ZHY-0.03B 0.14 68

ZHY-0.08B 0.14 69

ZHY-0.3B 0.17 70

ZHY-0.6B 0.20 71

ZHY-1.2A 0.28 72

ZHY-1.2A1 0.28 161

ZHY-2.5A 0.36 73

ZHY-5A 0.47 74

ZHY-5A1 0.47 163

ZHY-10A 1.00 75

4) オプション

5) デジタル入力用コネクタ(CN1)推奨勘合コネクタ

項目 内容

メモリーカセット LD-8EEPROM

コネクタAssy LD-10PAU-CAB1M

ハウジング XHP-12(JST製)

ピン SXH-001T-P0.6(JST製)
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三菱テンションコントローラ

安全上のご注意 (ご使用の前に必ずお読みください)

製品のご使用に際しては､この取扱説明書や技術資料等を良くお
読みいただくとともに､安全に対して十分に注意を払って正しい
取扱いをしていただくようお願いします｡
こ の 取 扱 説 明 書 で は､ 安 全 に 関 す る 注 意 事 項 の ラ ン ク を

として区分してあります｡

なお､ に記載した事項でも､状況によっては重大な結果
に結びつく可能性があります｡いずれも重要な内容を記載してい
ますので必ず守ってください｡
本製品は厳重な品質管理体制の下に製造しておりますが､本製品
の故障により重大な事故または損失の発生が予想される設備へ
の適用に際しては､バックアップやフェールセーフ機能をシステ
ム的に設置して下さい｡
なお､この取扱説明書は必要なときに取り出して読めるよう大切
に保管するとともに､必ず最終ユーザまでお届けいただくようお
願いします。

取扱いを誤ったばあいに､危険な状況が起こり
えて､死亡または重傷を受ける可能性が想定さ
れるばあい｡

取扱いを誤ったばあいに､危険な状況が起こり
えて､中程度の傷害や軽傷を受ける可能性が想
定されるばあい､および物的損害だけの発生が
想定されるばあい｡

設計上の注意

• 外部電源の異常､本パワーアンプの故障､通信異常などでも､
必ずシステム全体が安全側に働くように､パワーアンプの外
部で安全回路を設けてください。
誤動作､誤出力により､事故の恐れがあります。
出力のトランジスタなどの故障によっては､出力がONしっぱ 
なしになったり､OFFしっぱなしになったりすることがありま
す。
重大な事故につながるような出力信号については､機械の動 
作が安全側に働くよう外部回路や機構の設計を行なってくだ 
さい。

設計上の注意

• 制御線は、主回路や動力線などと束線したり、近接したりしな
いでください。
100mm以上離すことを目安としてください。
ノイズにより、誤動作の原因になります。

• 電源コネクタ、端子台に力が加わらない状態で使用してください。
断線や故障の原因になります。

三菱電機及び三菱電機指定以外の第三者によって修理･分解･改造さ
れたこと等に起因して生じた損害等につきましては責任を負いかね
ますのでご了承ください｡したがって､修理･分解は当社指定のサービ
スネットワークにて行っていただきますようお願いします｡

この安全上のご注意､取扱説明書や技術資料に記載されている仕様を
お断りなしに変更することがありますのでご了承ください｡

設計上の注意

• パワーアンプに接続するシールド線または、シールドケーブルの
シールドは、必ずパワーアンプ側で一点接地を行ってください。
ただし、強電系とは共通に接地しないでください。
ノイズにより、誤動作の原因になります。

配線上の注意

• 配線作業を行うときは、必ず電源を外部にて全相供遮断してから
行ってください。
感電、製品損傷の恐れがあります｡

配線上の注意

• DC電源の配線は、このマニュアルに記載した通り専用の端子に接
続してください。
AC電源を直流の入力端子やDC電源の端子に接続すると、パワーア
ンプを焼損します。

• 空端子には、外部で配線しないでください。
製品損傷の恐れがあります。

• アース端子は、D種接地(接地抵抗：100Ω以下)を施してください。
ただし､強電系とは接地しないでください。

• 配線工事を行うときは､切粉や電線屑をパワーアンプの通風窓へ
落とし込まないでください。

• ノイズの影響により､パワーアンプが誤動作する原因になること
があるので､次の項目を必ず守ってください。
・電源線やツイストシールド線は､主回路線や高圧電線､負荷線

との接近や束線を行わないでください。
ノイズやサージ誘導の影響を受けやすくなります。
100mm以上はなして布線するようにして下さい。

・ツイストシールド線のシールドは､必ず信号受け取り側で一点
接地を行ってください。
また､強電系とは共通に接地しないでください。

• ヨーロッパ式端子台タイプへの配線は､次の注意事項に従い適切
に行ってください。
感電､短絡､断線､製品損傷の恐れがあります。
・電線の端末処理寸法は､9ｍｍに加工してください。
・より線の端末は､"ヒゲ線"がでないようによじってください。
・電線の端末は､ハンダメッキしないでください。
・規定サイズ以外の電線や規定本数を超える電線を接続しない

でください。
・端子台や電線接続部分には､応力が直接加わらないように､電

線を固定してください。

立上げ保守時の注意

• 通電中には端子に触れないでください。
感電の恐れや､誤動作の原因となることがあります。

• 清掃は､必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。
通電中に行うと感電の恐れがあります。

立上げ保守時の注意

• 分解､改造はしないでください。
故障､誤動作､火災の原因となることがあります。
＊修理については､三菱電機システムサービス株式会社にお問合
せください。

• 増設ケーブルなどの接続ケーブルの着脱は電源をOFFしてから
行ってください。
故障､誤動作の原因となることがあります。

廃棄時の注意

• 製品を廃棄する時は､産業廃棄物として扱ってください。

1. 機能と特長

LD-10PAU-A形パワーアンプは､パウダクラッチ/ブレーキやヒス
テリシスクラッチ/ブレーキ用の専用パワーアンプです。このパ
ワーアンプは､DC24Vの電源で動作し､DC24V 0～1.0Aの定電流
制御出力を出力します。

1) 機能と特長

①色々な使用目的に合わせて出力電流指令の設定が可能です。
・アナログ入力(0～5V､0～10V）
・デジタル2進数ON-OFF信号(8bit＋ストローブ)
・表面操作キー入力→内部メモリ(16種類設定可能)
・表示器→内部メモリ(16種類設定可能)

②設定モニタ用に当社シーケンサ用表示器が使用可能です
(GT1020-LBL､LBLW､LWL､LWLW)。
表示器用のサンプル画面データは無償提供(当社Webサイ
トよりダウンロード)。 また表示器用画面デザインソフト
ウェアを用いればユーザで画面デザインのカスタマイズも
可能です。

③多連同時制御のための数々の機能を満載しています。
・多連の制御軸間で発生するクラッチ・ブレーキのバラツ

キを補正する軸間補正ゲイン設定。 軸間補正ゲイン設定
はアナログ入力もできるため､外部ボリュームで補正ゲ
インを調整できます。

・多連の制御軸間機械摩擦のバラツキを補正するメカロス
補正設定。

・左右密着した取付が可能です。 DINレール取付フックが
付属しています。

④ヒステリシスクラッチ・ブレーキの残留トルクリップル対
策用として､出力電流にクッションをかけてON/OFFでき
ます。
クッションの無効/有効は外部接点入力から切替え可能で
す。

⑤内蔵メモリに出力トルク指令､慣性補償ゲインを16種類ず
つあらかじめ記憶が可能です(外部デジタル2進数)。 ON-
OFF信号や表示器からの設定で外部から切替が可能です。
また出力電流指令は表示器を併用すればアナログ入力から
の値を記憶することもできます。

⑥クラッチ､ブレーキの電流－トルク非線形補正機能内蔵。
接続するクラッチ､ブレーキの形名を数値設定するだけで
定格電流と非線型補正初期値を設定できます。

⑦リムーバブル式スプリングタイプのヨーロッパ端子台を採
用しています。棒形圧着端子や単線の場合はそのまま端子
台に差し込むだけで接続が完了します。外すときはマイナ
スドライバでロックを押すだけです。もしもの製品交換の
時も配線したままで端子部だけを外すことが出来ます。ま
た配線が前面操作で行えるので密着取付が可能となり､省
スペースです。

⑧テンションコントローラモードに切替えれば､アナログ巻
径信号による巻径半自動制御が可能です。タッチレバーに
取付けたポテンショメータや超音波センサからの巻径信号
で張力制御が行えます。

⑨メモリカセットをオプションで用意しています。 各種設定
のコピーや読出しが可能です。またメモリカセットを接続
したままにすれば電源ＯＦＦ時の各種設定が起動時に自動
バックアップ出来ます。

2) 主な用途

(1) 巻線機などのテンションユニット制御用パワーアンプ。
(2) 特殊繊維(カーボンファイバ､グラスファイバ等)の機械用

小型クラッチ/ブレーキの制御用パワーアンプ。
(3) 幅細フィルムの巻出/巻取用小型クラッチの多連制御用パ

ワーアンプ。

2. 外形図

3. 操作パネル

① 7セグメント表示 ：モニタ値の表示､設定パラメータ及びパラ
メータの値を表示します。

② [MODE]キー ：モニタモードと設定モードを切替えます。
③ [SET]キー ：操作を実行したり､設定値を確定したりし

ます。
④ [▲]キー ：数値をインクリメントしたり設定を変更し

ます。長押しするとオートインクリメント
します。

⑤ [▼]キー ：数値をデクリメントしたり設定を変更しま
す。長押しするとオートデクリメントしま
す。

10
0

5 
MA
X

40

壁面取付用

Φ4.5

床面取付用

4.5

床面取付用

2-R2.25

1005

2

9
26

110

Φ4.5

壁面取付用

84
9

4.
5

1005

4.5

2-R2.25

10MAX

35
.4

5
27

.3(DINレール取付用)

メモリカセット

12 1

デジタル入力用コネクタ(CN1)
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② ③

④ ⑤

4. 電源ON時の表示

電源をONすると､システムソフトウェアのバージョン番号が2秒間表示さ
れます。

次に設定項目またはモニタ項目が2秒間表示され､設定項目に対応した設定
値､またはモニタ項目に対応したモニタ値が表示されます。
工場出荷時は｢出力電流％モニタ｣表示に設定されているため初期設定を変
更しなければ､｢出力電流％モニタ｣を表示します。

電源ON時のモニタ表示､パラメータ設定項目は､通常操作中の設定モニタ項
目の表示中に[SET]キーを2秒長押しすると設定され､次回の電源ON時から
設定された項目から立上がります。

5. 出荷初期状態の表示設定

工場出荷時は､表示操作は左図の"初期設定モード"になっており､[▲]キーを
押すことにより設定項目は左図の矢印の順序で変更され､[▼]キーを押すと
設定項目は逆方向に変更されます。

① : 負荷となるパウダクラッチ/ブレーキ､ヒステリシスクラッチ/ブレーキ
の機種番号を設定します(8項-3参照)。

② : パワーアンプで使用するか､巻径演算式コントローラで使用するかを選
択します。

③ : アナログ入力信号 ([SP1]-[SN]) で制御するか､内部メモリ値で制御する
かを選択します。

④ : アナログ入力信号 ([SP2]-[SN]) で制御するか､内部メモリ値で制御する
かを選択します。

⑤ : アナログ入力信号 ([SP2]-[SN]) で制御するか､内部メモリ値で制御する
かを選択します。

⑥ : SP1､SP2アナログ入力端子の入力フルスケール電圧を設定します。
⑦ : モニタ出力端子の出力電圧フルスケールを設定します。
⑧ : CN1コネクタの機能を設定します。
⑨ : コントローラモード時の巻径入力最大径を設定します。
⑩ : コントローラモード時の巻径入力最小径を設定します。
⑪ : スイッチ設定､システム設定､シリアル通信設定におけるパスワードを

設定します。

6. 機能ブロック図

電源ON

バージョン表示

2sec

設定値・モニタ値表示

設定項目・モニタ項目表示
(工場出荷時は 出力電流％モニタ)

2sec

③ トルク(張力)
設定選択

④ 出力慣性補償
ゲイン設定選択

⑥ SP入力
フルスケール選択

⑦ MON出力
フルスケール選択

② 制御モード選択

① 負荷機種設定

⑩ 最小径設定

⑨ 最大径設定

⑪ パスワード設定⑤ 軸間補正
ゲイン設定選択

⑧ CN1機能選択

デジタルトルク設定

内部慣性
補償ゲイン

クッション処理 定電流制御

負荷機種設定

アナログトルク
（張力）設定

内部トルク
（張力）設定

×

＋

アナログ慣性
補償ゲイン
 /軸間補正ゲイン
 /巻径

軸間補正ゲイン設定

メカロス設定

非線形補正

クッション時間設定

出力

クッション
ON/OFF

リモート入力

トルク指令

メカロスバイアス

軸間補正ゲイン

ゲインON/OFF

慣性補償ゲイン

巻径検出出力

出力モニタ

出力
制限

出力制限設定

巻径補正

×

最大径設定 最小径設定

SP1入力

SP2入力

巻径

非線形設定

メカロス補正

LD-10PAU-Ａ形パワーアンプ

取扱説明書(基本仕様)

この取扱説明書をよくお読みになり､正しくお使いください｡特
に｢安全上のご注意｣はご使用前に必ず読んで正しくお使いくだ
さい｡
取扱説明書は大切に保管するとともに､必ず最終ユーザまでお
届けしてください｡

この印刷物は2008年12月発行です｡なお､お断りなしに仕様を
変更することがありますのでご了承ください｡

マニュアル番号 JZ990D46301

副番 A

作成日付 2008年12月

7. 外部配線図 ・ 端子配列

8. 取付け･配線

1) 取付け

このパワーアンプは盤内専用機器です｡環境仕様(11.2)に記載している環境に設置してください｡
このパワーアンプはDINレール取付け､床面取付け､壁面取付けが行えます｡
a) DINレール取付け

DIN46277(35mm幅)のDINレールに取付け可能です。

b) 床面取付け
床面取付け穴(2箇所)を用いて直接ネジで取付けます。
取り付け穴は右図をご参照ください。
DINレール取付け用スライダを取り外してください。

• ネジ穴加工や配線工事を行う時に､切粉や電線屑を落し
込まないでください｡製品の損傷､発煙､発火､誤動作等を
招くことがあります｡

• 取付け･配線作業を行う時は､必ず電源を外部で全相とも
遮断してから行ってください｡外部で全相とも遮断して
いない場合､感電あるいは製品損傷の危険があります｡

• ほこり､油煙､導電性ダスト､腐蝕性ガスのある場所や高温､
結露､風雨にさらされる場所に　取付けないでください｡

• また振動や衝撃の加わる場所には直接取付けないでくださ
い｡　製品の損傷､誤動作あるいは劣化を招くことがありま
す｡
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制御用出力
DC24V 1.0A
パウダクラッチ/
ブレーキ
ヒステリシスクラッチ/
ブレーキ

D種接地

DC24V～DC29V

SN

デジタル入力用
コネクタ(CN1)

(12ピン）

ゲイン切換え用SW

クッション入力
ON/OFF用SW

制御出力
ON/OFF用SW

DC24V

トルク/張力
設定入力

汎用アナログ入力

出力％モニタ用出力
0～2V、0～5V、0～10V
切換え設定可能

巻径検出出力
DC30V、0.1A以下

外付けボリューム用電源
（500～2kΩ、10ｍA以下)

0～5V、0～10V入力
切替設定可能

HMI通信用コネクタ
(RS-422用、丸DIN)

LPF

LPF

LPF

電源
ヒューズ 2.0A ※

端子配列※PP-PN間短絡時の保護のため､
外部にヒューズ(2.0Ａ)を接続してください。
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負荷機種を選択すると自動的にプリセット
されます。同時にその機種に合った定格電流
が決まります。

c) 壁面面取付け
本体前面下部の端子台プラグを取外し､壁面取り付け穴(2箇所)を用いて直接ネジで取り
付けます。 取り付け穴は右図をご参照ください。

2) 配線

a) 配線方法･注意事項
･ 本体前面下部の端子台を用いて配線します。
･ 入出力線は他の動力線と同一ダクトに通したり､一緒に結束しないでください｡
･ 端子台に2本の線を共締めしないでください｡端子台が故障する場合があります｡(2本

を共締めする場合は､1個の棒端子に2本の線を圧着して端子台には1本取付けるよう
にして下さい｡)

･ アナログ信号の入出力線は､シ－ルド線を用い信号受取り側でD種接地を行ってください｡
一般的には､ノイズに対する安全を見て10m以内の配線長としてください｡

b) 電源スイッチについて
本製品には電源ON/OFFスイッチはありませんので､外部にスイッチやブレーカなどを接続することを推奨します｡

9. 外部入力vs設定特性

1) 外部トルク(張力)設定

SP1入力電圧指令に対する外部トルク(張力)設定値
は正比例します(下図参照)。
ただし､SP1入力にバイアス設定及びゲイン設定がされた場合は0とFSの電圧値はバイアス設定
値､ゲイン設定値に依存します。

2) 外部軸間補正ゲイン設定

SP2入力に外部軸間補正ゲインが選択された場合､SP2入力電圧と設定値の関係は左図のように
なります。
軸間補正ゲインの最低設定値は20％､最大設定値は200％であるので1/2フルスケール電圧入
力時に補正なし(100％)設定になります。
ただし､SP2入力にバイアス設定及びゲイン設定がされた場合は0とFSの電圧値はバイアス設定
値､ゲイン設定値に依存します。

3) 外部慣性補償ゲイン

SP2入力に外部慣性補償ゲインが選択された場合､SP2入力電圧と設定値の関係は下図のように
なります。
内部慣性補償ゲインの設定範囲は20～400％ですが､外部慣性補償ゲイン設定の場合の設定範
囲は20～200％となります。 1/2フルスケール電圧入力時に補正なし(100％)設定になりま
す。
ただし､SP2入力にバイアス設定及びゲイン設定がされた場合は0とFSの電圧値はバイアス設定
値､ゲイン設定値に依存します。

• 取付け･配線作業を行う時は､必ず電源を外部で全相とも
遮断してから行ってください｡外部で全相とも遮断してい
ない場合､感電あるいは製品損傷の危険があります｡

• 製品のア－ス端子や筐体板金部には2mm2以上の電線を用
いてD種接地工事を行って使用してください｡感電のおそ
れがあります｡

• 配線は電流容量に見合った太さの電線を使ってください｡
電線が細いと絶縁皮膜が溶けて絶縁不良となり､感電･漏
電の恐れがあるほか､火災の原因となります｡

• 強電系と弱電系の配線は分離し､共通接地しないでください｡
弱電系の配線にノイズが重畳し､誤動作の原因となります｡

• 配線が長すぎて余り線が発生した場合､誤動作防止のため張
力制御装置のケース内に余り線を入れないでください｡

• 誤動作防止のためパネル面にAC電源ケーブルをはわさないで
ください｡
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10.モニタ ・ 設定項目一覧

1) モニタ

2) 内部トルク設定 3)内部出力慣性補償ゲイン設定

4) パラメータ設定

5) スイッチ設定

（＊1)表示器操作のみ有効機能

6) システム設定

項目名 表示単位 最小値 最大値 項目名 表示単位 最小値 最大値

出力％モニタ 1(%) 0 100 巻径モニタ 1mmφ 0 1000

SP1入力％モニタ 1(%) 0 100 接点入力モニタ ー ー －

SP2入力％モニタ 1(%) 0 100

設定単位 初期値 最小値 最大値 設定単位 初期値 最小値 最大値

0.1(%) 20.0 0.0 100.0 1(%) 100 20 400

項目名 項目番号 設定単位 初期値 最小値 最大値

内部軸間補正ゲイン設定 0 1(%) 100 20 200

メカロス設定 1 1(%) 0 -50 50

クッション時間設定 2 0.1(sec) 0.0 0.0 30.0

出力制限設定 3 1(%) 100 20 100

巻径検出設定 4 1(mmφ) 1 1 999

項目名 項目番号 初期設定 設定内容

トルク(張力)設定選択 0 アナログ アナログ 内部

慣性補償ゲイン選択 1 内部 アナログ 内部

軸間補正ゲイン選択 2 内部 アナログ 内部

SP入力FS選択 3 0～10V 0～5V 0～10V

MON出力FS選択 4 0～5V 0～2V 0～5V 0～10V

制御モード選択 5 パワーアンプ パワーアンプ コントローラ

CN1機能選択 6 内部設定切替 内部設定切替 トルク(張力)設定

メモリ選択 8 自動バックアップ 自動バックアップ バックアップ無効

トルク(張力)アナログ選択（＊1） - 常時取込み 常時取込み M11 ON中

項目名 項目号 設定単位 初期値 最小値 最大値

負荷機種 0 ー 0 0 200

トルク補正10％設定 1 0.1(％) 10.0 1.0 20.0

トルク補正20％設定 2 0.1(％) 20.0 1.0 40.0

トルク補正40％設定 3 1(％) 40 10 60

トルク補正80％設定 4 1(％) 80 50 100

最小径設定 5 1mmφ 100 0 999

最大径設定 6 1mmφ 500 1 999

パスワード設定 7 － 0 1 999

SP1バイアス 8 1(％) 0 -100 100

SP1ゲイン 9 1(％) 100 -400 400

SP2バイアス A 1(％) 0 -100 100

SP2ゲイン b 1(％) 100 -400 400

11.仕様

1) 入出力仕様

(注意）本製品は入力電源をパルス幅(PWM)制御して､パウダ用出力として使用しているため､最大出力電圧は､電源電圧24V時に約
DC22V､また電源電圧29V時には約DC27Vで飽和しますので､パウダクラッチ/ブレーキの選定時には最大所要トルクに注意
してください。

2) 環境仕様

項目 端子名 仕様

電源

24V
DC24～29V　消費電力：40VA(外部給電)
突入電流：30A　1msec
瞬停許容時間：5ms

24G

接点入力

REM 制御出力リモートON/OFF(ノーマル出力OFF)

ON電流：約5ｍACUS 出力クッション動作ON/OFF(ノーマルクッション有効)

GAN 慣性補償ゲイン有効／無効

DIC 接点入力コモン

PD0～PD7 パラレルトルク設定/トルク（下位4bit）､慣性補償ゲイン（上位4bit）メモリ値選択
ON電流：約5ｍASTB パラレルデータストローブ

PDC パラレルデータコモン

接点出力
OCP 巻径検出出力用オープンコレクタ出力＋ 0．1A

（抵抗負荷）30V以下OCN 巻径検出出力用オープンコレクタ出力－

出力 +5V ボリューム用 5V出力(500～2KΩの外付け抵抗） 10mA MAX

アナログ入力

SP1 トルク（張力）設定 0～5V､0～10V
切替250Ω外付け抵抗により
4―20ｍA対応可SP2 出力慣性補償ゲイン設定/軸間補正ゲイン設定/巻径入力から選択

SN アナログ信号GND

アナログ出力 MON 出力％モニタ出力 0～2V､0～5V､0～10V切替　負荷抵抗1kΩ以上

制御出力
PP DC24V系パウダクラッチ/ブレーキ､ヒステリシスクラッチ/ブレーキ

DC24V 0～1.0A（最大出力電圧は電源電圧により制約を受けます：注記参照）PN

使用周囲温度 -5～＋55℃

保存周囲温度 -25～＋75℃

使用周囲湿度 35～85％RH(結露しないこと)

耐振性

X､Y､Z各方向10回(合計各80min）

耐衝撃 98m/s2　3軸方向各3回

電源ノイズ耐量 ノイズ電圧500Vp-p ノイズ幅1μsec 　周波数30～100Hzのノイズシミュレータによる

耐電圧 AC500V 1分間全端子一括(ただし､アース端子を除く)と取付金具間で測定

絶縁抵抗 DC500Vメガーにより5MΩ以上  全端子一括とアース端子間で測定

接地 D種接地(100Ω以下､強電系との共通接地は不可)

使用雰囲気 腐食性･可燃性ガス･導電性ダストがなく､ほこりがひどくないこと

周波数 加速度 片振幅

DINレール取付
10～57Hz － 0．035mm

57～150Hz 4.9m/s －

床または壁取付け
10～57Hz － 0．075mm

57～150Hz 9.8m/s －

3) 負荷機種設定番号一覧表

この表以外の番号では､定格電流: 1.0Ａ,トルク補正は直線
となります｡

機種 形名 定格電流(A) 機種番号

パウダ
クラッチ

ZKG-5AN 0.35 101

ZKG-10AN 0.47 102

ZKG-20AN 0.55 103

ZKG-50AN 0.80 104

ZKG-100AN 1.00 105

ZKB-0.06AN 0.46 81

ZKB-0.3AN 0.53 82

ZKB-0.6AN 0.81 83

ZKB-1.2BN 0.94 84

ZA-0.6A 0.74 91

ZA-1.2A1 0.90 92

パウダ
ブレーキ

ZKG-5YN 0.35 51

ZKG-10YN 0.42 52

ZKG-20YN 0.50 53

ZKG-50YN 0.60 54

ZKB-0.06YN 0.46 1

ZKB-0.3YN 0.53 2

ZKB-0.6YN 0.81 3

ZKB-1．2XN 0.94 4

ZA-0.6Y 0.30 11

ZA-1.2Y1 0.39 12

ZA-2.5Y1 0.73 13

ZA-5Y1 0.94 14

ZX-0.3YN-24 0.40 47

ZX-0.6YN-24 0.40 48

ZX-1.2YN-24 0.50 49

ヒステリシス
クラッチ

ZHA-0.6B 0.38 151

ZHA-1.2A 0.41 152

ZHA-1.2A1 0.41 171

ZHA-2.5A 0.52 153

ZHA-5A 0.62 154

ZHA-5A1 0.62 173

ZHA-10A 1.00 155

ヒステリシス
ブレーキ

ZHY-0.03B 0.14 68

ZHY-0.08B 0.14 69

ZHY-0.3B 0.17 70

ZHY-0.6B 0.20 71

ZHY-1.2A 0.28 72

ZHY-1.2A1 0.28 161

ZHY-2.5A 0.36 73

ZHY-5A 0.47 74

ZHY-5A1 0.47 163

ZHY-10A 1.00 75

4) オプション

5) デジタル入力用コネクタ(CN1)推奨勘合コネクタ

項目 内容

メモリーカセット LD-8EEPROM

コネクタAssy LD-10PAU-CAB1M

ハウジング XHP-12(JST製)

ピン SXH-001T-P0.6(JST製)
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